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広報 まちの『今』を伝える情報誌
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計
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内
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の
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直
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﹁
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﹂
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﹂︵
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迎
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。
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︵
第
１
次
見
直
し
版
︶

と
総
合
戦
略
の
主
な
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

基
本
理
念
で
あ
る
﹁
環
境
創
造
都
市
ニ
セ
コ
﹂
の
実
現
に
向

け
私
た
ち
町
民
に
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
や
行
動
が
必
要
な

の
か
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
５
次
ニ
セ
コ
町
総
合
計
画
︵
平
成
24
年
度
〜
平
成
35
年
度
︶

︵
以
下
﹁
第
５
次
総
合
計
画
﹂
と
い
う
。︶
は
、
策
定
後
に
生
じ

た
新
た
な
行
政
課
題
や
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
４
年

に
１
度
、
町
民
評
価
を
受
け
計
画
内
容
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
28
年
３
月
、
我
が
国
の
急
激
な
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
対
応
す
る
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
﹂
に
基
づ
き
、﹁
ニ
セ
コ
町
自
治
創
生
総
合
戦
略
﹂︵
以

下
﹁
総
合
戦
略
﹂
と
い
う
。︶
を
策
定
し
ま
し
た
。
総
合
戦
略
に

は
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ニ
セ
コ
町
の
課
題

に
対
応
し
重
点
化
す
べ
き
具
体
的
施
策
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
第
５
次
総
合
計
画
の
検
証
結
果
と
総
合
戦
略
の

内
容
を
反
映
す
る
た
め
、
第
５
次
総
合
計
画
の
第
１
次
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

今
月
の
広
報
で
は
、
第
５
次
総
合
計
画
︵
第
１
次
見
直
し
版
︶

と
総
合
戦
略
の
主
な
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

基
本
理
念
で
あ
る
﹁
環
境
創
造
都
市
ニ
セ
コ
﹂
の
実
現
に
向

け
私
た
ち
町
民
に
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
や
行
動
が
必
要
な

の
か
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
５
次
ニ
セ
コ
町
総
合
計
画
︵
平
成
24
年
度
〜
平
成
35
年
度
︶

︵
以
下
﹁
第
５
次
総
合
計
画
﹂
と
い
う
。︶
は
、
策
定
後
に
生
じ

た
新
た
な
行
政
課
題
や
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
４
年

に
１
度
、
町
民
評
価
を
受
け
計
画
内
容
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
28
年
３
月
、
我
が
国
の
急
激
な
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
対
応
す
る
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
﹂
に
基
づ
き
、﹁
ニ
セ
コ
町
自
治
創
生
総
合
戦
略
﹂︵
以

下
﹁
総
合
戦
略
﹂
と
い
う
。︶
を
策
定
し
ま
し
た
。
総
合
戦
略
に

は
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ニ
セ
コ
町
の
課
題

に
対
応
し
重
点
化
す
べ
き
具
体
的
施
策
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
第
５
次
総
合
計
画
の
検
証
結
果
と
総
合
戦
略
の

内
容
を
反
映
す
る
た
め
、
第
５
次
総
合
計
画
の
第
１
次
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

今
月
の
広
報
で
は
、
第
５
次
総
合
計
画
︵
第
１
次
見
直
し
版
︶

と
総
合
戦
略
の
主
な
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

基
本
理
念
で
あ
る
﹁
環
境
創
造
都
市
ニ
セ
コ
﹂
の
実
現
に
向

け
私
た
ち
町
民
に
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
や
行
動
が
必
要
な

の
か
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
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第
５
次
総
合
計
画
は
、
ニ
セ
コ
町
が
「
何
を
す
る

か
」
で
は
な
く
、
進
む
べ
き
道
筋
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
戦
略
的
に
示
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
固
定
的
な
計

画
か
ら
脱
却
し
、
一
歩
先
を
行
く
新
し
い
取
り
組
み

に
挑
戦
し
、
柔
軟
性
を
持
ち
な
が
ら
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ニ
セ
コ
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
る

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
住
民
活
動
を
評

価
基
準
と
し
た
検
証
も
行
い
、
取
り
組
み
の
「
見
え

る
化
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
（
基
本
計
画
）
の
検

証
を
、
４
年
ご
と
に
実
施
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
評
価
を
加
え
る
こ
と
や
、
戦
略
推
進
プ
ラ

ン
（
具
体
的
な
施
策
）
に
つ
い
て
は
、
２
年
ご
と
に

見
直
す
こ
と
を
総
合
計
画
の
中
に
明
記
し
て
あ
り
ま

す
。今

回
実
施
し
た
、
第
１
次
見
直
し
で
は
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
４
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
対
す
る
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
役
場
内
で
の
施
策

の
見
直
し
や
目
標
値
の
再
設
定
、
町
民
に
よ
る
見
直

し
検
討
委
員
会
で
の
協
議
な
ど
を
通
じ
、
計
画
の
見

直
し
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

総
合
計
画

検
証
・
見
直
し
の
考
え
方

総
合
計
画

見
直
し
作
業
の
流
れ

第一次見直し作業の流れ
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⑸
高
齢
者
福
祉
〜
南
西
、
東
部
、
川
北
地
区

⑹
商
工
業
〜
南
西
、
東
部
地
区

⑺
住
民
参
加
〜
南
西
地
区

⑻
行
財
政
〜
南
西
、
川
北
地
区

ま
た
情
報
共
有
の
不
十
分
さ
が
、
全
町
的
に
も
特

定
分
野
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

【
全
町
的
に
満
足
度
の
低
い
分
野
】

⑴
農
業
、
林
業

・
農
地
の
保
全
に
関
す
る
満
足
度
評
価
は
、
依

然
低
く
、
盛
ん
な
開
発
な
ど
に
対
す
る
不
安

が
そ
の
背
景
に
あ
る
と
推
察
す
る
が
、
評
価

は
向
上
傾
向
に
あ
る

⑵
住
民
参
加

・
東
部
、
有
島
地
区
以
外
の
全
町
で
、
満
足
度

が
高
ま
っ
て
い
な
い

⑶
行
財
政

・
全
町
的
に
大
幅
な
低
下
が
見
ら
れ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
同
じ
項
目
で
も

地
区
ご
と
に
、
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
情
報
共
有
と
交
通
網
に

関
し
て
は
顕
著
で
あ
る
た
め
、
そ
の
影
響
は
広
い

範
囲
に
及
ん
で
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。
反

対
に
情
報
共
有
と
交
通
網
の
課
題
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
複
合
的
に
派
生
す
る
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
と
も
い
え
ま
す
。

ま
た
、
評
価
が
低
い
施
策
に
つ
い
て
は
、
施
策

自
体
の
改
善
を
図
る
と
同
時
に
、
目
的
や
効
果
と

い
っ
た
情
報
の
発
信
を
丁
寧
に
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

6月号

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
11
「
住
民
み
ん
な
が
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
、
活
動
し
ま
す
」
内
に
、
自
治
創
生
の
観
点

を
追
加
し
た
ほ
か
、
戦
略
推
進
プ
ラ
ン
に
は
、
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
、
役
場
内
担
当
部
署
に
よ
る
ロ
ー
リ
ン

グ
（
見
直
し
作
業
）、
総
合
戦
略
と
の
整
合
、
見
直
し

検
討
委
員
会
で
の
議
論
な
ど
に
よ
り
、
関
連
す
る
事

業
の
追
加
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
将
来
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
、
総
合
戦
略

と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
同
じ
推
計
方
法
を
採
用

し
ま
し
た
。

【
満
足
度
低
下
の
主
要
な
分
野
】

⑴
情
報
共
有

⑵
交
通
網
（
特
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
）

情
報
共
有
政
策
は
全
町
一
律
で
満
足
度
が
低
下
し

て
い
ま
す
が
、
同
時
に
地
域
差
も
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
一
部
地
域
で
通
信
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

環
境
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
公
共
の
仕
事
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
た
情
報
共
有

の
取
り
組
み
が
足
り
な
い
な
ど
の
懸
念
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
当
初
か
ら
の
少
な
い

台
数
で
の
運
行
や
需
要
の
高
ま
り
に
反
し
て
、
相
乗

り
利
用
率
が
高
ま
ら
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
遠
距
離

利
用
者
に
大
き
な
し
わ
寄
せ
が
生
じ
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
分
野
に
影
響
さ
れ
る
形
で
、
満
足
度

評
価
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
地
区
で
の
満
足
度
の
低
い
分
野
】

⑴
学
校
教
育(

子
ど
も
の
教
育
理
念)
〜
南
西
地
区
　

⑵
歴
史
文
化(

文
化
活
動
の
施
設)

〜
南
西
地
区

⑶
住
宅
･
住
宅
地
〜
南
西
地
区

⑷
防
災
・
防
犯
〜
南
西
地
区

総
合
計
画

主
な
見
直
し
点

総
合
計
画

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

総
合
計
画

課
題
と
今
後
の
取
り
組
み

基
本
理
念
　
　
将
来
像

Ｈ
23

Ｈ
27
第
一
次
見
直
し

計
画
推
進
方
針

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

成
果
指
標

ロ
ー
リ
ン
グ

基
本
計
画

戦
略
推
進
プ
ラ
ン
実
施
計
画

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
外
部
評
価

庁
舎
内
で
背
景
分
析内
部
評
価

基本構想

総合戦略

基本計画－実施計画

施策等の見直し

総
合
計
画
中
、

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

(

基
本
計
画)

に

位
置
付
け

第一次見直し版計画内容の流れ
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ま
ち
を
考
え
、
活
動
す
る
」
地
域
社
会
と
な
っ
て
い

く
な
ど
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

「
自
治
創
生
」
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
、

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を
町
内
外
か
ら
確
保
し
て
、

「
住
民
み
ん
な
が
ま
ち
を
考
え
、
活
動
す
る
」地
域
社

会
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。
総
合
戦
略
の
推
進
に

あ
た
り
、
今
改
め
て
、
私
た
ち
町
民
主
体
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
合
戦
略
の
対
象
期
間
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
の
５
年
間
で
す
。

本
町
に
お
け
る
人
口
の
現
状
と
将
来
の
展
望
を
取

り
ま
と
め
た
の
が
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
す
。

統
計
情
報
や
客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
人
口
や

雇
用
・
就
業
な
ど
の
現
状
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、

将
来
人
口
推
計
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
こ
と
を
見
い

だ
し
ま
し
た
。

・
総
人
口
は
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
以
降
、
概

し
て
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
転
入

者
が
転
出
者
よ
り
多
い
「
社
会
増
」
に
起
因
し

て
い
る

・
将
来
人
口
推
計
に
つ
い
て
は
、
２
０
６
０
年
に

わ
た
り
概
し
て
５
０
０
０
人
規
模
を
維
持
す
る

こ
と
を
見
込
ん
だ

・
地
域
全
体
で
働
き
手
が
不
足
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
求
人
内
容
と
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
が

マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

完
全
失
業
者
の
増
加
や
女
性
の
労
働
力
率
の
低

下
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
見
出
し
た
ニ
セ
コ
町
の

課
題
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
魅
力
的
で
、
収
入
が
安
定
し
た
仕
事
が
少
な
い

②
東
京
圏
・
札
幌
圏
へ
の
人
口
集
中
に
歯
止
め
を

か
け
て
い
な
い

③
若
者
を
積
極
的
に
呼
び
込
め
る
可
能
性
が
あ
る

総
合
戦
略
は
、
日
本
全
体
や
北
海
道
全
体
で
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
く
中
に
お
い
て
も
、「
環
境
創
造
都

市
ニ
セ
コ
」
が
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
は
じ
め
と
し

た
地
域
資
源
を
守
る
と
と
も
に
最
大
限
に
生
か
し
な

が
ら
地
域
経
済
を
豊
か
に
し
、
資
金
や
人
材
を
呼
び

込
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
地
域
経
済
戦
略

で
す
。

ニ
セ
コ
町
で
は
、
総
合
戦
略
の
策
定
以
前
よ
り
、

第
５
次
総
合
計
画
に
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
11
「
住
民
み
ん

な
が
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
活
動
し
ま
す
」
を
掲
げ
、

住
民
自
身
に
よ
り
公
共
を
担
う
町
民
の
主
体
的
な
活

動
が
始
ま
る
、
新
し
い
公
共
の
担
い
手
が
生
ま
れ
る
、

住
民
自
治
活
動
が
行
政
と
連
携
し
、「
住
民
み
ん
な
が

自
治
創
生

総
合
戦
略
の
位
置
づ
け

自
治
創
生

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

子どもの笑顔が未来をつくる

町民とのワークショップの様子

総合計画

総合戦略

人口減少問題の克服に向けて
住民みんながまちづくりを考え、

活動すべき政策分野

総合計画と総合戦略の関係性
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ニセコ町自治創生総合戦略

人口ビジョンから見出された目指すべき将来の方向を踏まえ、今後5年間の基本目標を定め施策を
推進します。

①ニセコ町の地域資源を生かした、魅力的で収入が安定した仕事をつくるとともに、多様なライフ
スタイルに対応した働き方を実現できる環境づくりを進める。
②将来に備えて、東京圏や札幌圏からの人の流れを増やすとともに、より質の高い定住環境づくり
を進める。
③ニセコ町で生まれ育った若者や、流入してきた若者に、ニセコ町への誇りや愛着を持ってもらう
ことで、将来のニセコ町へのUターンや定住につなげる。

総合戦略の概要

目指すべき
将来の方向

目指すべき町のすがた 町民が環境を生かすまち

基本目標1

ニセコ町の地域資源を生か
し、多様な働き方を実現で
きる環境づくり

基本的方向

ニセコ町の地域資源を生かし
た魅力的な仕事を生むととも
に、通年で安定して働く、季
節雇用のかけもちで働く、起
業して新規事業にチャレンジ
する、働く場所に制約のない
仕事をする、子育てとの両立
をしながら働くなど、多様な
ライフスタイルに対応した働
き方を実現できる環境を整備
し、安定した収入が得られる
ようにする。

具体的施策

●地域経済循環の構築と「稼
ぐ力」の強化
●季節雇用と担い手のマッチ
ング
●ビジネススキル・ノウハウ
の習得支援
●創業や事業拡大、企業立地
に向けた環境整備
●地域農業の担い手の育成・
確保
●ニセコ町産農作物のブラン
ド化
●ワイン特区を生かした農業の
担い手確保と付加価値向上
●住宅の整備・確保とストッ
クマネジメント

基本目標2

ニセコ町の交流人口の拡大
と定住環境づくり

基本的方向

観光業などを介してニセコ
町の魅力を発信することで
交流人口を拡大するととも
に、子育て環境などの定住
環境を整備する。

具体的施策

●都市圏とのネットワーク
強化
●ふるさとづくり寄付を介
した交流人口の拡大
●観光需要の受入体制の充
実
●移住・定住対策
●安全・安心な子どもの居
場所の確保
●ふれあいの場の確保
●地域の担い手の育成

基本目標3

ニセコ町への誇りや愛着を
持つ人材の育成

基本的方向

「ニセコスタイルの教育」、
国際交流、スポーツ教育、
文化・芸術施設などにより、
ニセコ町への誇りや愛着を
持つ人材の育成の強化に取
り組み、ニセコ町出身者な
どを介してニセコ町の魅力
を発信する。

具体的施策

●「ニセコスタイルの教育」
の強化
●北海道ニセコ高等学校の
教育内容の充実
●国際交流の場づくり
●スポーツ教育
●文化・芸術施設（有島記
念館）の充実

基本目標4

ニセコ町とニセコエリアの
ブランド力を生かした連携
強化

基本的方向

国内外へのニセコ町とニセ
コエリアの魅力のPR、交流
人口の拡大など、ニセコエ
リア全体としてできること
から取り組んで実績を蓄積
することにより、ニセコエ
リアの連携を強化していく。

具体的施策

●近隣自治体との連携施策
の推進
●先駆的な連携施策の強化
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総
合
戦
略
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
見
出
さ
れ
た
、

我
が
国
の
人
口
減
少
に
伴
っ
て
ニ
セ
コ
町
に
お
い
て

将
来
生
じ
る
課
題
･
影
響
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
町
の
将
来
に
向
け
て
、「
住
民

み
ん
な
が
ま
ち
を
考
え
、
活
動
す
る
」
を
特
に
重
点

的
に
実
践
す
べ
き
具
体
的
施
策
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。総

合
戦
略
に
は
、
課
題
な
ど
に
対
応
し
た
「
基
本

目
標
」
を
定
め
、
基
本
目
標
達
成
に
向
け
て
推
進
す

る
政
策
や
そ
の
効
果
を
見
通
し
た
「
基
本
的
方
向
」、

そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の「
具
体
的
施
策
」、
総
合

戦
略
の
基
本
目
標
や
具
体
的
施
策
が
目
指
す
「
数
値

目
標
」
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と

し
て
、
数
値
目
標
を
活
用
し
た
進
捗
状
況
や
効
果
の

客
観
的
な
検
証
を
行
い
、
総
合
戦
略
に
基
づ
く
自
治

創
生
の
取
り
組
み
を
確
実
に
推
進
す
る
こ
と
で
、「
町

民
が
環
境
を
生
か
す
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
結
果
、
数
値
目
標
と
比
較
し

て
進
捗
状
況
や
効
果
が
確
認
で
き
な
い
施
策
・
事
業

が
あ
れ
ば
、
廃
止
を
含
め
て
改
善
・
見
直
し
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
優
先
度
や
費
用
対
効
果
な

ど
も
考
え
合
わ
せ
た
う
え
で
、
町
の
予
算
に
も
反
映

し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
総
合
戦
略
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
は
、

検
討
過
程
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

ご
意
見
・
お
問
合
せ

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

企
画
環
境
課
経
営
企
画
係

担
当
＝
佐
々
木
・
前
川

企
画
環
境
課
自
治
創
生
係
　
　
　
　
担
当
＝
馬
渕

自
治
創
生

総
合
戦
略

自
治
創
生

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

※PDCAサイクル
Plan-Do-Check-Actionの略称。Plan（計画）、
Do（実施）、Check（評価）、Action（改
善）の4つの視点をプロセスの中に取り
込むことで、プロセスを不断のサイク
ルとし、継続的な改善を推進するマネ
ジメント手法のこと。

担い手

●本町には「相互扶助」の精神が根付いており、「まちづくり基本条例」に基づき、
町民一人ひとりが自ら考え、行動する「自治」を基本としたまちづくりを進めて
きました。
●人口減少問題の克服に向けた総合戦略の推進にあたっては、主権者たる町民一人
ひとりが、まちづくりを自分事として考え、地域のために何ができるかという意
識をもってまちづくりに参加する「自治創生」に取り組んでいく必要があります。

●今回の総合戦略の策定過程においても、まちづくり町民講座などの機会を利用し
て自治創生についての町民意見を丁寧に聴取・反映し、取りまとめました。

ニセコ町自治創生協議会

まちづくり町民講座

まちづくり懇談会

自治創生女子会

自治創生町民アンケート

ニセコ中学校生徒との
意見交換

役場担当による説明と町民との意見
交換・ワークショップ

各地区集会所などに訪問しての意見
交換

女性の目線をより積極的にまちづく
りに生かすための意見交換

2年生の「総合的な学習の時間」を
活用した意見交換

仕事、結婚・出産・子育て、転入・転出、
住みやすさなどの状況・意向を収集

公募による町民委員が協議会に参画 計4回
町民委員5名が参画

計5回
延べ275名が参加

計12回
延べ188名が参加

計1回
20名が参加

計3回
在籍数52名

15～49歳の町民
有効回答数440件

町民との意見交換などの主な取組（2015（平成27）年度実績）

項　目 内　　　容 町民参加

住民自治の町ニセコ



町の取り組みやお知らせを紹介するページです

お
知
ら
せ

平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度

財政状況（下半期）
一般会計

地方交付税地方交付税
38.938.9％

1818億9,0009,000万円万円
（1919億7,7587,758万円）万円）

地方譲与税・交付金ほか地方譲与税・交付金ほか
2.32.3％

1億1,0501,050万円万円
（1億9,0659,065万円）万円）

町債町債
11.511.5％

5億5,8535,853万円万円
（1億8,3238,323円）円）

町税町税
12.612.6％

6億1,1841,184万円万円
（6億8,1218,121万円）万円）

使用料・手数料ほか使用料・手数料ほか
7.87.8％

3億7,9247,924万円万円
（3億5,6035,603万円）万円）

諸収入諸収入
4.24.2％

2億225225万円万円
（1億6,1496,149万円）万円）

繰入金繰入金
6.06.0％

2億9,0289,028万円万円
（5,8285,828万円）万円）

国・道支出金国・道支出金
16.716.7％

8億895895万円万円
（5億3,3913,391万円）万円）

総務費総務費
25.225.2％

1212億2,3672,367万円万円
（1010億1,7051,705万円）万円）

公債費公債費
15.015.0％

7億2,6572,657万円万円
（7億2,1702,170万円）万円）

教育費教育費  10.2  10.2％
4億9,4549,454万円万円
（4億982982万円）万円）

土木費土木費
14.414.4％

6億9,8269,826万円万円
（4億8,0878,087万円）万円）

民生費民生費
13.513.5％

6億5,8095,809万円万円
（5億6,5556,555万円）万円）

衛生費衛生費
6.96.9％

3億3,5253,525万円万円
（2億3,6453,645万円）万円）

その他その他
9.19.1％

4億4,0184,018万円万円
（3億3,9103,910万円）万円）

農林水産業費農林水産業費
5.75.7％

2億7,5037,503万円万円
（2億1,6951,695万円）万円）

歳入 予 算 額　48億5,159万円
収入済額　41億4,238万円
※町債の残額は、５月中に収入されます※町債の残額は、５月中に収入されます

歳出 予 算 額　48億5,159万円
支出済額　39億8,749万円

地方交付税
38.9％

18億9,000万円
（19億7,758万円）

地方譲与税・交付金ほか
2.3％

1億1,050万円
（1億9,065万円）

町債
11.5％

5億5,853万円
（1億8,323円）

町税
12.6％

6億1,184万円
（6億8,121万円）

使用料・手数料ほか
7.8％

3億7,924万円
（3億5,603万円）

諸収入
4.2％

2億225万円
（1億6,149万円）

繰入金
6.0％

2億9,028万円
（5,828万円）

国・道支出金
16.7％

8億895万円
（5億3,391万円）

総務費
25.2％

12億2,367万円
（10億1,705万円）

公債費
15.0％

7億2,657万円
（7億2,170万円）

教育費  10.2％
4億9,454万円
（4億982万円）

土木費
14.4％

6億9,826万円
（4億8,087万円）

民生費
13.5％

6億5,809万円
（5億6,555万円）

衛生費
6.9％

3億3,525万円
（2億3,645万円）

その他
9.1％

4億4,018万円
（3億3,910万円）

農林水産業費
5.7％

2億7,503万円
（2億1,695万円）

歳入 予 算 額　48億5,159万円
収入済額　41億4,238万円
※町債の残額は、５月中に収入されます

歳出 予 算 額　48億5,159万円
支出済額　39億8,749万円
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■ 町税の予算額と収入済額

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入 湯 税

計

項 目 予 算 額 収入済額

1億7,035万円 1億9,673万円

3億4,148万円 3億6,461万円

983万円 994万円

3,099万円 3,224万円

5,919万円 7,769万円

6億1,184万円 6億8,121万円

町
で
は
年
２
回
、（
６
月
１
日
、
12

月
１
日
）
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ

て
い
ま
す
。今
回
公
表
す
る
の
は
、平

成
27
年
度
下
半
期
の
財
政
状
況
（
３

月
31
現
在
）
で
す
。

一
般
会
計
で
は
、
ニ
セ
コ
こ
ど
も

館
の
新
設
や
中
央
倉
庫
群
再
活
用
整

備
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
予
算
額
が

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
の
町

税
で
は
、
全
体
と
し
て
収
納
率
の
向

上
が
図
ら
れ
て
お
り
、
税
収
総
額
も

増
加
と
な
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
も
、
道
道
ニ
セ
コ
停

車
場
線
整
備
に
伴
う
上
下
水
道
管
移

設
工
事
の
実
施
な
ど
に
よ
り
予
算
増

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
国
民
健
康
保

険
税
の
収
納
率
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
増
設
や

学
校
施
設
・
火
葬
場
の
機
能
向
上
、

公
営
住
宅
改
修
な
ど
の
事
業
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

道
路
や
橋
、
上
下
水
道
管
、
下
水
道

管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
生
活
基
盤
と

な
る
施
設
の
長
寿
命
化
や
計
画
的
な

更
新
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
安
定
し
た
財
政
運
営
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
工
事
着
手
と
な
っ
た
国
営

緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
基
金
を

新
設
し
た
ほ
か
、
昨
年
に
引
き
続
き

庁
舎
整
備
に
向
け
た
基
金
の
積
立
て

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
寄
付
と
し
て
１
千
万
円
を

超
え
る
寄
付
を
お
受
け
し
、
今
後
の

各
種
事
業
実
施
に
向
け
て
、
基
金
と

し
て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
27
年
度
予
算
の
う
ち
、

次
の
事
業
に
係
る
予
算
の
一
部
は
、

平
成
28
年
度
に
繰
り
越
し
て
執
行
し

ま
す
。
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
運
用

に
向
け
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

対
策
事
業
、
②
高
齢
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
、
③
地
方

創
生
関
連
事
業
（
移
住
定
住
促
進
事

業
、
地
域
産
業
活
性
化
・
雇
用
創
出

事
業
、
中
央
倉
庫
群
再
活
用
事
業
、

外
国
語
教
育
推
進
事
業
な
ど
）。繰
り

越
す
予
算
の
総
額
は
約
１
億
３
千
万

円
で
、
う
ち
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど

で
約
８
割
が
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

上段：予算額
下段：（ ）内は収入済額

または支出済額
※いずれも3月31日現在の金額
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特別会計

特別会計は特定の事業を行うために、一

般の歳入、歳出と区別して経理する必要が

ある場合に設置します。現在、国民健康保

険事業、後期高齢者医療、簡易水道事業、

公共下水道事業、農業集落排水事業の5つ

の特別会計があります。

国民健康保険事業 後期高齢者医療

2億7,465万円

2億7,508万円

2億7,366万円

簡易水道事業 公共下水道事業 農業集落排水事業

予 算 額

収入済額

支出済額

5,060万円

5,004万円

4,762万円

予 算 額

収入済額

支出済額

1億9,349万円

1億250万円

1億7,816万円

予 算 額

収入済額

支出済額

1億7,967万円

5,438万円

1億6,826万円

予 算 額

収入済額

支出済額

490万円

56万円

413万円

予 算 額

収入済額

支出済額

※一般会計からの繰入金や町債（借入金）で今後収入を見込んでいます

平成27年度は、子育て環境向上に向けた
「ニセコこども館」整備事業の財源として地
域福祉基金800万円を充当しています。ま
た、町道や駅前温泉綺羅乃湯、総合体育館
などの公共施設の更新整備事業の実施に伴
い、公共施設整備基金2,000万円の取り崩
しを行っています。

町有財産

■ 基金（貯金）■

財 政 調 整 基 金
産 業 振 興 基 金
土 地 開 発 基 金
社 会 福 祉 事 業 基 金
公 共 施 設 整 備 基 金
スポーツ振興事業基金
減 債 基 金
交 通 遺 児 育 英 基 金
地 域 福 祉 基 金
ふるさとづくり基金
国 民 健 康 保 険 基 金
庁 舎 建 設 基 金
国営緊急農地再編整備基金

5億268万円
6,167万円
2億554万円
3,337万円

4億2,332万円
506万円

3,000万円
307万円

7,098万円
2,343万円
2,252万円
2,000万円
2,000万円

株　券 1,610万円
・北海道曹達株式会社株券 10万円
・株式会社キラットニセコ株券 600万円
・株式会社ニセコリゾート観光協会株券 1,000万円

出資証券など 1,065万円
・公益社団法人北海道法人私学振興基金
出資証券 7万円
・農業信用基金協会出資証券 130万円
・一般財団法人北海道市町村職員福祉協会
育英事業出資証券 75万円

・北海道土地改良事業団体連合会出資証券 15万円
・北海道信用保証協会出捐金 7万円
・ニセコ町土地開発公社出資金 500万円
・公益財団法人北海道学校保健会出捐金 18万円
・公益財団法人北海道農業開発公社出捐金 20万円
・公益財団法人北海道暴力追放センター出捐金 40万円
・ようてい森林組合出資証券 69万円
・南しりべし森林組合出資証券 74万円
・ニセコ倶知安リゾート協議会出捐金 50万円
・地方公共団体金融機構出資金 60万円

土地・建物

土地　9,749,368㎡・建物　89,211㎡

北海道備荒資金組合納付金

1億4,545万円

※平成27年度の決算については、9月定例議会に決算書を提出した後、広報二セコ10月号でお知らせします。

※平成28年度の予算については『もっと知りたいことしの仕事』をご覧ください。

有価証券

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

ま
ち
づ
く
り
情
報
室
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プロの技術を学ぼう！
ファイターズアカデミー

後志ホルスタイン改良同士会主催

の第41回後志ブラック＆ホワイトシ

ョウが4月28日に家畜共進会場で開

催されました。

会場には後志管内の酪農家のみな

さんが手塩にかけて育てた自慢の乳

牛約40頭が出品され、月・年齢別に

乳牛の体格や各部位のバランス、姿

勢、外観の美しさなどを競いました。

この日は会場を訪れていたお客さ

んも一緒に審査をするジャッジング

コンテストも行われました。

経産の部は真狩村の佐々木修さん、

未経産の部は黒松内町の二階堂和敏

さんの牛がチャンピオンになりまし

た。

ホウレンソウの収穫体験
園児と高校生の交流学習

牛の美人コンテスト
後志ブラック＆ホワイトショウ

厳しい目で審査される乳牛

高校生と一緒にホウレンソウを収穫する園児

「バッティングではタイミングが重要」と話す池田剛基コーチ

ベースを駆け抜けるときは左足で踏
むことが大切です

大きく育つよう願いを込めて植樹
しました

「似合ってますか」ゾンビ
風メイクに挑戦しました

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題今年も北海道日本ハムファイターズアカデミーによ

る野球教室が始まりました。

この教室は町と北海道日本ハムファイターズの連携

協定をきっかけに始まり、今年で4年目となります。

5月14日、今年度最初の教室となるこの日、午前中は

野球少年団、午後はニセコ中学校野球部が参加し、コ

ーチから投球技術やバッティングを教わりました。

午前中の最後には野球少年団の子どもたちとコーチ

で木製バットの原料となる「アオダモ」の木を運動公

園内に植樹しました。子どもたちは、将来プロ野球選

手になって植樹したアオダモの木を使いたいと意気込

んでいました。教室は今後3回開催される予定です。

幼児センター年長組の園児が4月

26日にニセコ高校のハウスを訪れ、

高校生が育てたホウレンソウを収穫

しました。

園児たちが青々したホウレンソウ

を掘り、高校生がその根を切り落と

して園児に手渡すと園児たちは大喜

び。1人2株を袋に入れて大事そうに

抱えていました。

この日収穫したホウレンソウは、

給食で食べました。

収穫体験をしたことで野菜好きな

子どもたちが増えそうです。

園児も高校生も笑顔で溢れていた

収穫体験でした。
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栄光をたたえて
ニセコ町体育協会表彰式

毎年恒例となっているクリーン作

戦（ゴミ拾い）が、4月26日に町内

の幹線道路を中心に実施されました。

この行事は、ゴールデン・ウィー

ク前にニセコを訪れる観光客に少し

でも気持ち良く過ごしてもらおうと、

今年も町民のみなさんや町内各種団

体の協力のもとに行われました。

集められたゴミの量は軽トラック

4台分で、例年に比べて減ってはい

ないとのことでした。

これから観光シーズンを迎え、多

くの観光客が町内を訪れます。気持

ちよく観光してもらうためにも、ゴ

ミのポイ捨ては絶対にやめましょう。

寿大学の開講式が4月19日に町民

センターで行われました。

今年度の在校生は140人で、寿大

学長である菊地教育長はwe are the

world(ウィーアーザワールド)の歌詞

を例に、区別をするのでなく、世界

は1つ、人類みんな家族というイン

ターナショナルな感覚が必要なこと。

そして、みんなで助け合うことがニ

セコの精神である「相互扶助」につ

ながると話しました。

開講式後の学習会では、国際交流

員4人が出身国であるスイス、韓国、

イギリス、中国について、日本と外

国の文化の違いを紹介しました。

観光シーズンを迎え
春のクリーン作戦

学習テーマ～「仲間とともに」
ニセコ町寿大学開講式

受賞おめでとうございます。これからも頑張って続け
てください

3月に行われたアルペンスキー全国大会で優勝した遠藤
三四郎くん

自国の観光地を紹介する国際交流員雪解け後の沿道はごみでいっぱいです

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

4月20日から30日までの火災予

防運動期間中、羊蹄山ろく消防組合

消防署ニセコ支署では、20日に消防

車による町内パレードを行ったほか、

防火風船の配布をしました。

幼児センターの園児やお母さんに

連れられた子どもたちが、消防署前

で行われた風船配布に参加しました。

風船が飛んでいかないよう保育士が

まとめて受け取ったせいか、園児た

ちは風船よりも消防自動車やニッキ

ーのほうが気になっていたようです。

これから火災が発生しやすい時期

を迎えます。みなさん防火意識を高

め火災予防対策に取り組みましょう。

風船配布にニッキーも駆けつけました

無防備な　心に火災が　かくれんぼ
春の火災予防運動

ニセコ町体育協会が、前年度スポーツの分野で活躍した選手や、ニセコ町

のスポーツ振興にご尽力いただいた人を表彰するニセコ町体育協会表彰式が

5月11日、町民センターで行われ、19の個人団体が表彰を受けました。

受賞されたみなさん、おめでとうございます。今後も日々の練習を積み重

ね、さらに活躍することを期待しています。

受賞者

「スポーツ栄光賞」 「スポーツ振興賞」

・遠藤三四郎さん（アルペンスキー） ・ニセコ高等学校男子バレーボール部

「スポーツ奨励賞」

・藤原　天聖さん、横澤　剛さん、菅原　梨央さん、伊藤　萌さん、

石川　修さん（以上陸上）

・平畑　悠里さん、平畑　杏樹さん（以上柔道）

・山内　彩梛さん、石川　凌さん、三木　渓瑚さん、三木　遥太（以上卓球）

・大場　蒼太さん、池田　康太さん、長船　弥子さん、長船　達也さん、

大場　聖也さん、西村　重耶さん、亀山　稜さん（以上バドミントン）

・石川　修さん、石川　凌さん（以上アルペンスキー）



風薫る6月、このニセコ町にも
木々の緑がまぶしい季節がやってき
ました、町民のみなさんはいかがお
過ごしでしょうか。
さて、新入生が入学し二カ月が経

ち学校の雰囲気が活気付いてきまし
た。2年生は中堅学年という自覚を
もち、また、3年生は最上学年とし
ての意識を高く持つなど、新しい体
制で活動しています。そんな僕たち
生徒が栽培した苗を販売する花・野
菜苗販売会が5月21日・22日に行
われました。販売した花や野菜の苗
は、農業科学コースの生徒が丹精込
めて育てたものです。また、販売会
での会計や接客スキルは、観光リゾ
ートコースが授業で学んできたもの
です。町民のみなさんに満足して頂

けたのであれば幸いです。ご来場誠
にありがとうございました。
6月は校内意見発表大会がありま

す。8月には北海道意見発表大会が
ニセコ高校で行われるので、それら
の行事を目標に生徒一人ひとり頑張
っています。
ニセコ高校は、地域との繋がりを

大切にした活動を実施していますの
で、今後もご協力をよろしくお願い
します。

花・野菜苗販売会の終了
～町民みなさんのご来場御礼申し上げます～　

農業クラブ　書記　

2年　　吉野　涼太
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み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

ニセコ高校
農業クラブ

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
始
動
中
！

.........................................................................................................................................

ニ
セ
コ
ふ
ぁ
ん
通
信

V
O
L.2
0

町
民
に
よ
る
町
民
の

た
め
の
コ
ー
ナ
ー
が

開
始
。
あ
な
た
も
レ

ポ
ー
タ
ー
活
動
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
み

な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す

先
日
、
ニ
セ
コ
町
に
あ
る
カ
タ
ク
リ
の
群
生

地
を
訪
れ
て
深
く
心
が
満
た
さ
れ
る
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
た
ま
た
ま
保
護
に
関
わ
る
人
に
お
話

し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
私
が
そ
う
し
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
影
に
は
土
地
を
解
放
し
て
く

だ
さ
る
地
主
さ
ん
、
手
入
れ
や
管
理
を
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
を

改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
群
生
地
は
も
と
も
と
放
牧
な
ど

に
よ
っ
て
笹
な
ど
の
侵
食
を
防
い
で
カ
タ
ク
リ

が
春
一
番
に
太
陽
を
い
っ
ぱ
い
に
受
け
て
成
長

し
た
も
の
で
す
。

放
牧
と
い
う
人
の
手
が
自
然
に
介
入
す
る
こ

と
で
で
き
た
「
自
然
」
で
、
人
も
自
然
の
一
部

で
あ
っ
て
そ
の
営
み
が
美
し
い
風
景
を
作
り
出

し
て
い
ま
す
。
絵
に
な
る
日
本
の
里
山
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
田
園
風
景
に
は
、
必
ず
自
然
と
調
和

し
た
人
の
暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。

時
代
が
変
わ
っ
て
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し

て
も
人
々
の
努
力
で
風
景
を
保
存
す
る
の
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
感
性
で
ニ
セ
コ
の
風
土
に
合

っ
た
丁
寧
な
暮
ら
し
を
始
め
る
人
も
ニ
セ
コ
の

新
た
な
風
景
を
作
り
出
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
的
背
景
か
ら
で
き
た
フ
ッ

ト
パ
ス
を
ニ
セ
コ
で
取
り
入
れ
る
動
き
も
あ
り

ま
す
。
車
の
喧
騒
を
離
れ
て
小
道
を
辿
り
な
が

ら
ニ
セ
コ
の
自
然
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
の
営
み

を
垣
間
見
る
の
は
大
き
な
魅
力
で
す
。

そ
し
て
行
政
サ
イ
ド
で
も
、
ニ
セ
コ
町
景
観

条
例
に
よ
っ
て
ニ
セ
コ
町
の
景
観
は
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

経
済
中
心
の
世
の
中
で
、
利
益
・
生
産
性
に

繋
が
ら
な
い
も
の
が
削
が
れ
て
生
活
の
潤
い
が

無
く
な
っ
て
寂
し
く
感
じ
る
な
か
ニ
セ
コ
町
で

は
景
観
を
守
り
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
誇
ら

し
く
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

カ
タ
ク
リ
に
想
い
を
巡
ら
せ
て

今月のレポーターは

「新谷志織さん」です。

新谷さんは東山でカフ

ェを経営。体にやさしい

食事を提供しています。
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み
ん
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の
ペ
ー
ジ

お知らせ

●あそぶっく祭り開催
あそぶっくの一大イベントあそぶっく祭りを今年も

開催します。ぜひ、みなさんお越しください。
日時／6月18日㈯ 午前10時から午後2時まで
内容／人形劇・ヨーヨーつり・わたあめ・古本市・

大道芸など、楽しいことがいっぱいです。
※当日あそぶっくの開館は午後2時までです

●「おはなしキャラバン」がやって来る！
講談社のキャラバンカーが、あそぶっくにやってき

ます。0歳児～小学生を対象とした本をたくさん積ん
できます。また、おはなし会も開いてくれます。どな
たでも参加できます。みなさんお誘い合わせのうえ、
おこしください。
日時／6月30日㈭
★キャラバンカー 午後2時45分～午後3時15分
場所／駐車場
★おはなし会　　 午後3時20分～午後3時50分
場所／コミュニティールーム

●休館のお知らせ
7月3日㈰は、ふれあい町民運動会のため、あそぶっ

くは休館させていただきます。

●第11回あそぶっく七夕寄席
毎年恒例の七夕寄席を開催します。この機会に日本

の伝統的な話芸に触れてみませんか。
日時／7月5日㈫ 開場午後6時30分

開演午後7時
場所／町民センター
出演／上方落語家　桂枝光
入場料／無料
※託児を希望される人は、事前にあそぶっく事務局ま
でご連絡ください

~

新着本紹介

北海道で育てる宿根草 北村真弓、高林初

ニッポンのこと英語で話せますか？ 高世えり子

流して焼くだけ簡単魔法のケーキ Sachi

光圀伝 沖方丁

去年の冬、きみと別れ 中村文則

辛夷の花 葉室麟

文房具のやすみじかん 小池壮太

バンブルアーディ モーリス・センダック

海底二万マイル ジュール・ベルヌ

実 用 書 読 み 物 児 童 書 ・ 絵 本

新着本はこのほかにもたくさんあります。あそぶっくでご確認ください。

「学習交流センター　あそぶっく」
●開館時間／午前10時～午後6時
●休館日／月曜日 第4金曜日 祝日 年末年始
5月～8月の水曜日は午後7時まで
☎0136-43-2155 FAX0136-43-2156
http://asobook.sakura.ne.jp/

No.159

『ちいさいおうち』
毎週木曜日の午前中に活動
している「ちいさいおうち」。
読み聞かせに真剣に耳をか
たむける姿が可愛らしいで
す

趣味の教室『アイヌ刺繍は美しい！』
人気のあるアイヌ刺繍。伝統的な模
様の刺繍を2日間かけて学びました。
作品を持って講師の先生と記念撮影

本の展示
5/28～6/23『古今東西　文豪作品』特集
今月は、日本をふくむ世界の文豪作品や名作を紹介し

ます。ふだん、あそぶっくの書棚にはならべていない全
集も展示します。ぜひご覧ください。

趣味の展示
6/1～6/15 絵手紙（高橋晴子さん）
6/16～6/30 陶芸（杉村ちづるさん）

『光圀伝』
沖方丁著（角川書店）

戦国時代の終焉
しゅうえん

で、武士の働き場がなくなり、多く
の者が将としての器を持て余す。それでも士魂を失わ
ず、文武両道、義の
一本筋を貫きとおし
て生きた徳川光圀の
自伝的小説。衝撃の
冒頭から一気に読め
る面白さです。テレ
ビの「黄門さま」の
イメージとは、ひと
味違いますよ。

展　示

おすすめ本紹介
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み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

年
長
に
進
級
す
る
と
、
針
と
糸

を
使
っ
た
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

は
じ
め
は
、
大
き
な
穴
の
針
に
糸

を
通
し
、
穴
の
開
い
た
紙
を
使
っ

て
練
習
を
し
ま
す
。

簡
単
な
作
業
か
ら
、
だ
ん
だ
ん

と
細
か
く
難
し
い
も
の
に
挑
戦
し

て
い
き
ま
す
。
小
さ
な
針
の
穴
に

糸
を
通
し
、
細
か
く
縫
う
た
め
に

は
、
手
先
の
十
分
な
発
達
と
集
中

力
が
必
要
で
す
。

た
く
さ
ん
遊
ぶ
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
力
を
つ
け
、
最
後
に
は
自
分
の

雑
巾
が
縫
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

子育てTopics

は
じ
め
て
の

針
仕
事

上手に縫えるかな

桜
が
咲
き
始
め
さ
わ
や
か
な
こ

の
季
節
、
春
の
陽
気
に
さ
そ
わ
れ

て
、「
お
ひ
さ
ま
」
に
遊
び
に
来
て

い
た
親
子
で
散
歩
に
出
か
け
ま
し

た
。「

エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク
」
や
「
二

輪
草
」「
カ
タ
ク
リ
」
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
花
が
咲
い
て
い
て
、
ぽ
か
ぽ

か
と
暖
か
い
日
差
し
の
中
、
親
子

で
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
気
持
ち
よ
か

っ
た
で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
、
上

着
を
一
枚
脱
い
で
身
軽
に
な
り
、

外
で
過
ご
す
に
は
良
い
季
節
で
す
。

お
散
歩
を
兼
ね
て
、
お
ひ
さ
ま
を

い
っ
ぱ
い
浴
び
ま
し
ょ
う
。

幼　児
センター

お知らせ

●このページに関する問合せ
ニセコ町幼児センター「きらっと」 担当：青木・佐藤
☎（代表）0136-44-2700 0136-44-2725

●幼児センターホームページ
http://www.town.niseko.lg.jp/youji/

FAX

お花がきれいだね！

春
を
見
つ
け
た
よ

おひさま

このコーナーでは 毎月子育てに関する さまざまな活動や情報を紹介します 
こ
毎
さ

（「おひさま」とは…親子で気軽に遊べて、友だち同士、悩みなど相談できるふれあいの場所です。／幼児センター内）

出張「おひさま」を開催します

子育て

講座 「料理教室」開催

元町、近藤地区に住んでいて、未就学児がいる

家庭を対象に出張「おひさま」を開催します。

近所の子どもと一緒に遊ぶ機会が少ないという

人、なかなか「おひさま」に足を運べないという

人はこの機会にぜひご参加ください。

■日時／6月21日（火）午前10時～11時30分

■場所／近藤地区コミュニティーセンター

■日時／6月20日㈪　午前9時30分～正午

■場所／町民センター　生活研修室

■材料費／500円程度

■申込み／6月13日㈪まで

※託児あります。

家庭で使わなくなった子ども服や、子ども用品を持ち寄

りリサイクルしましょう。

■期間／6月15日㈬～6月22日㈬

■場所／幼児センター

■その他／

・品物は、バザー当日に自分で並べて、1週間後に残っ

た物を各自で必ず回収してください

・洗濯していない物や汚れの目立つ物はご遠慮ください

・衣類以外の物（育児用品・おもちゃ・靴など）を持っ

てきた人は名前と電話番号を書いてもらいます

リサイクルバザーのお知らせ
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字近藤 吉光瑠太郎
りゅうたろう

くん
★4月12日生 （修一さん＝愛子さん）

字近藤 縣　　芽空
が く

くん
★4月21日生 （直彦さん＝瑠弥子さん）

字曽我 ラルフ　えん蔵
ぞ

くん
★4月25日生 （ロバート　ケンさん＝舞さん）

字有島 大平　彩奈
あやな

ちゃん
★5月6日生 （修太郎さん＝美里さん）

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

ごめいふくを

おいのりします
字ニセコ 吉岡　明男さん
（満95歳） 5月11日

住民係窓口受付分

月
生
ま
れ

6
佐藤　彗叶

けいと

くん
（12日）字本通
（茂広さん＝めぐみさん）
「瑛叶と沢山遊んで、いっぱい食べて、
元気に大きく育ってね☆★」

佐藤　瑛叶
えいと

くん
（12日）字本通
（茂広さん＝めぐみさん）
「彗叶と沢山遊んで、いっぱい食べて、
元気に大きく育ってね☆★」

松島　　成
なる

くん
（27日）字本通
（譲さん＝幸代さん）
「ガッツリ食べて、お兄ちゃんと
しっかり遊べるようになれ〜！」

河井　奎樹
けいじゅ

くん
（16日）字近藤
（勇樹さん＝佳代さん）
「大きな自然に囲まれて、のびの
びでっかく優しく育ってね」

高井　僚介
りょうすけ

くん
（13日）字曽我
（啓さん＝裕子さん）
「いっぱい食べて笑って動いて、
お友達いっぱい作ろうね〜」

日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
と
な

っ
て
い
る
「
が
ん
」。
が
ん
検
診
を

受
け
た
１
０
０
０
人
に
１
人
が
、

が
ん
の
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
幸
い
検
診
で
見
つ
か
る
が
ん

は
、
ほ
と
ん
ど
が
早
期
が
ん
の
段

階
で
治
療
さ
れ
て
お
り
、
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
有
効
に
な
っ
て
い

ま
す
。

節
目
年
齢
の
人
は
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

検
診
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
一
定
年
齢
に
な
っ
た
方

へ
子
宮
・
乳
・
大
腸
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
５

月
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
率

は
、
子
宮
が
ん
検
診
は
０
％
、
乳

が
ん
検
診
で
は
26
・
３
％
、
大
腸

が
ん
検
診
で
は
17
・
３
％
と
利
用

さ
れ
る
人
が
少
な
い
の
で
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。（
職
場
検
診
な
ど

で
す
で
に
検
診
を
受
け
て
い
る
人

に
も
配
布
し
て
い
ま
す
）

子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
の

ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
年
齢
が
拡
大

し
ま
し
た

子
宮
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

→

４
月
１
日
現
在
で
20
・
25
・

30
・
35
・
40
歳
に
な
ら
れ
た

女
性

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

→

４
月
１
日
現
在
で
40
・
45
・

50
・
55
・
60
歳
に
な
ら
れ
た
女

性大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券→

４
月
１
日
現
在
で
40
・
45

・
50
・
55
・
60
歳
に
な
ら
れ
た

男
女

昨
年
度
ま
で
は
子
宮
が
ん
検
診

は
20
歳
の
み
、
乳
が
ん
検
診
は
40

歳
の
み
が
対
象
で
し
た
。
今
年
度

は
、
よ
り
多
く
の
人
に
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
子
宮
が
ん

検
診
、
乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢

を
拡
大
し
ま
し
た
。

ど
こ
で
受
診
で
き
る
の
？

指
定
医
療
機
関
を
①
北
海
道
対

が
ん
協
会
検
診
セ
ン
タ
ー
、
②
倶

知
安
厚
生
病
院
、
③
二
セ
コ
医
院

（
大
腸
が
ん
検
診
の
み
）と
し
て
い

ま
す
。

④
町
で
行
う
検
診
で
も
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
込
み
さ
れ

て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

有
効
期
間
は
あ
る
の
？

い
ず
れ
の
ク
ー
ポ
ン
券
も
平
成

29
年
２
月
末
ま
で
の
有
効
期
間
で
、

完
全
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
行
う
７
月
、
８
月
、

10
月
の
検
診
機
会
で
は
、
胃
が
ん

検
診
や
肺
が
ん
検
診
、
特
定
健
康

診
査
も
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

節
目
年
齢
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
総

合
的
に
健
康
管
理
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
し
い
お
問
合
せ
は
健
康
福
祉

課
健
康
づ
く
り
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

担
当
＝
上
仙
・
本
吉

治るがんを
早くみつけよう！

本吉栄養士

健康づくり
だより
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

保健福祉課　
健康づくり係
☎0136-
44‐2121

NO.80
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報

な
が
ら
毎
年
決
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
国
に
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の

見
直
し
お
よ
び
低
所
得
者
に
係

る
軽
減
判
定
所
得
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
。
ニ
セ
コ
町
で
も
同
様

に
見
直
し
、
医
療
費
分
・
後
期

分
の
限
度
額
、
軽
減
判
定
基
準

の
５
割
・
２
割
軽
減
に
つ
い
て

変
更
し
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
下

表
の
と
お
り
）

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

世
帯
主
と
そ
の
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
が

一
定
以
下
の
場
合
、
そ
の
額
に

応
じ
て
、
均
等
割
額
（
加
入
者

一
人
に
か
か
る
税
額
）
と
平
等

割
額
（
一
世
帯
当
り
に
係
る
税

額
に
つ
い
て
）
７
割
、
５
割
、

２
割
分
の
保
険
税
を
軽
減
し
ま

す
。
５
割
軽
減
・
２
割
軽
減
の

駐
屯
地
創
立
61
周
年
記
念
と

し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
期
日
／
６
月
26
日
㈰

午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
所
／
倶
知
安
駐
屯
地

■
内
容
／
記
念
式
典
、
観
閲
行

進
、
訓
練
展
示
、
模
擬
売
店
、

装
備
品
展
示
、
戦
車
の
体
験

試
乗
な
ど

■
問
合
せ
／
倶
知
安
駐
屯
地
広

報
班

☎
０
１
３
６
‐
22
‐
１
１
９
５

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
、

医
療
費
の
状
況
な
ど
を
勘
案
し

め
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
／
税
務
課
税
務
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
冨
樫
・
鈴
木

6月号 15

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
倶
知
安
駐
屯

地
を
一
般
開
放
し
ま
す

平
成
　
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
が
決
定
し
ま
し
た

基
準
が
見
直
さ
れ
、
軽
減
対
象

者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

前
年
中
の
所
得
は
確
定
申
告
や

町
民
税
の
申
告
に
よ
り
判
断
し

ま
す
の
で
、
軽
減
を
受
け
る
た

世帯主、世帯の被保険者及び旧国保被保険者の

総所得金額等合計額 ≦ 33万円

世帯主、世帯の被保険者及び旧国保被保険者の

総所得金額等合計額 ≦ 33万円＋（26.5万円×

被保険者数と世帯主以外の旧国保被保険者数）

世帯主、世帯の被保険者及び旧国保被保険者の

総所得金額等合計額 ≦ 33万円＋（48万円×

被保険者数と世帯主以外の旧国保被保険者数）

７割軽減

５割軽減

２割軽減

区分 軽　減　判　定　基　準

軽減判定の際には、後期高齢者医療制度に移行した（旧

国保被保険者）所得および人数も含めて判定します。

※軽減判定の際、昭和26年1月1日以前に生まれた人の

公的年金等所得については、当該公的年金等所得金額

から15万円を控除して判定します。

所得割 8.3％→変更なし 所得割 2.1％→変更なし 所得割 2.2％→変更なし

資産割 64％→変更なし 資産割 16％→変更なし 資産割 3％→変更なし

均等割 22,000円→変更なし 均等割 5,600円→変更なし 均等割 9,700円→変更なし

平等割 28,500円 →変更なし 平等割 7,000円→変更なし 平等割 9,700円→変更なし

限度額 520,000円 →540,000円 限度額 170,000円→190,000円 限度額 160,000円→変更なし

医　療　分 後　期　分 介　護　分

28



築
・
増
改
築
・
外
観
の
模
様

替
え
・
移
転
な
ど

・
高
さ
10
ｍ
（
一
部
の
工
作
物

は
５
ｍ
）
を
超
え
る
、
ま
た

は
築
造
面
積
が
１
０
０
０
㎡

を
超
え
る
工
作
物
の
新
設
・

増
改
築
・
外
観
の
模
様
替
え

・
移
転
な
ど

・
環
境
お
よ
び
景
観
に
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
工
場

及
び
事
業
所
の
新
設
・
改
築

な
ど

・
土
地
の
区
画
形
質
を
変
更
（
盛

り
土
や
切
土
）
す
る
事
業
、

ま
た
は
土
地
を
分
割
し
て
販

売
す
る
事
業
で
、
面
積
が
５

０
０
０
㎡
（
準
都
市
計
画
区

域
内
は
３
０
０
０
㎡
）
を
超

え
る
も
の

◎
協
議
が
必
要
な
屋
外
広
告
物

・
看
板
、
広
告
塔
、
の
ぼ
り
な

ど
全
て
の
広
告
物

町
内
で
、
以
上
の
開
発
事
業

や
屋
外
広
告
物
の
表
示
を
予
定

し
て
い
る
人
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

な
お
、
字
ニ
セ
コ
、
曽
我
、

東
山
の
一
部
地
域
で
準
都
市
計

画
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
に

は
、
建
ぺ
い
率
や
容
積
率
、
接

道
義
務
な
ど
の
制
限
に
加
え
て
、

「
遊
技
場
」「
工
場
」
な
ど
の
建

物
の
用
途
や
高
さ
・
色
・
壁
面

後
退
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
限

が
あ
る
な
ど
、
さ
ら
に
厳
し
い

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

準
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、

広
報
ニ
セ
コ
４
月
号
29
ペ
ー
ジ

「
美
し
い
景
観
を
み
な
さ
ん
で
守

り
ま
し
ょ
う
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

http://w
w
w
.tow

n.niseko.

lg
.jp
/m
a
c
h
its
u
ku
ri/ke

i

ka
n
/ke
ika
n
.h
tm
l

■
問
合
せ
／
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

町
で
は
、
ニ
セ
コ
ら
し
い
景

観
を
守
り
、
育
て
る
た
め
「
ニ

セ
コ
町
景
観
条
例
」
に
よ
り
、

町
内
で
開
発
事
業
や
屋
外
広
告

物
の
表
示
を
行
な
お
う
と
す
る

時
は
、
事
業
内
容
や
広
告
物
の

表
示
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
事

前
に
町
長
と
協
議
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
協
議
が
必
要
な
開
発
事
業

・
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
、

ま
た
は
延
べ
面
積
が
１
０
０

０
㎡
を
超
え
る
建
築
物
の
新

広報ニセコ16

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

交通事故

事件

器物破損事件の発生について
4月17日、車両のドアの鍵穴が壊され
る事件が発生しました。
暴行事件の発生について
4月26日、もめ事から暴行に発展する
事件が発生しました。

スリップによる衝突
4月11日、シャーベット路面を走行中、
町道の左カーブを走行中、スリップし、
右折待ちしていた車両に衝突する事故が
発生しました。
後方不確認による衝突
4月22日、駐車場から後退して町道に
出る際に、後方不確認であったことから、
後方に駐車中の車両に衝突する事故が発
生しました。

ま ち の 事 件 簿
ニセコ町防犯協会

倶知安警察署　☎0136-22‐0110

お
知
ら
せ

開
発
事
業
・
屋
外
広
告
物
の
設

置
に
は
事
前
協
議
が
必
要
で
す

く
ら
し
の
情
報

富士見　　菊地　　均　様
（母が生前お世話になったお礼として）

里見親交会　　久保　市夫　様
（父が生前お世話になったお礼として）

ニセコ町社会福祉協議会受付分

心 の 贈 り 物 善意に感謝します

東京からこんにちは

はじめまして、ニセコ町役場職員の宮坂侑樹です。私
は昨年度まで内閣府へ派遣されていた境の後任として、
今年の4月から2年間、内閣府地方創生推進事務局へ派遣
となりました。
今後、私が経験したことや学んだことをレポートさせ

ていただきますのでどうぞよろしくお願いいたします。
今回も特集されておりますが、みなさん「地方創生」

って最近良く聞きますよね？ニセコ町においてもみなさ
んと協議を行って3月に自治創生総合戦略を策定しまし
たね。
内閣府地方創生推進事務局では国・地方一体となった

地域活性化を推進するにあたって、地域再生、国家戦略
特区、構造改革特区、総合特区、都市再生、中心市街地
活性化の法定施策のほか、地域活性化プラットホーム、
環境未来都市・環境モデル都市等の特定政策課題へ対応
する取り組みを行っています。
施策ごとに部署がわかれるかたちとなっていますが、

私は環境未来都市・環境モデル都市の取り組み推進と普
及啓発を行う「環境班」という部署に配属となりました。
みなさんご存知かもしれませんが、ニセコ町も2050

年までに1990年比でCO2排出量を86％削減すること
を目標とする計画を定めて、平成25年度に環境モデル都
市に選定されています。
この研修期間において、各地のさまざまな取り組みの

情報が入ってきて、たくさん新しい経験をする事ができ
ると思いますので、それを吸収するのはもちろんですが、
ニセコ町のPRもしっかり行ってきたいと思います。東京
でニセコ町のイベントなどを行う際にはできるだけお手
伝いしたいと思っておりますのでお声かけください。今
後もどうぞよろしくお願いします。
3ヶ月に1回、宮坂侑樹の内閣府レポートをお伝えします。

宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート宮坂侑樹の内閣府レポート
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
観
光
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
、
行
楽
地
な
ど

に
車
で
出
か
け
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、

子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

と
き
は
、
そ
の
行
動
に
注
意
し

て
一
時
停
止
や
徐
行
な
ど
、
と

っ
さ
の
対
応
が
で
き
る
運
転
を

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
町
民

生
活
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
大
久
保
・
横
山

昨
年
度
は
、
最
終
処
分
場
に

破
砕
不
燃
不
物
１
１
５
・
６
ト

ン
を
搬
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
処
分
場
内
は
利

用
開
始
か
ら
約
13
年
間
で
埋
め

立
て
容
量
の
約
77
％
の
ご
み
が

埋
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

処
分
場
内
で
使
っ
た
水
は
き
れ

い
に
し
て
川
に
放
流

最
終
処
分
場
で
は
、
ご
み
の

飛
散
防
止
と
有
害
性
を
低
く
す

る
た
め
、
散
水
を
し
て
い
ま
す
。

散
水
し
た
水
は
敷
地
内
の
水

処
理
施
設
に
集
め
ら
れ
、
き
れ

い
に
浄
化
し
て
か
ら
川
へ
放
流

し
て
い
ま
す
。（
表
１
）

処
分
場
を
長
く
利
用
す
る
た
め

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、

建
設
当
初
は
平
成
21
年
度
中
に

満
杯
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
埋
立

量
の
推
移
や
燃
や
す
ご
み
の
固

形
燃
料
化
に
よ
る
焼
却
灰
の
搬

入
終
了
に
よ
り
、
今
後
４
年
間

ほ
ど
使
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
破

砕
不
燃
物
の
量
が
増
え
続
け
て

い
ま
す
。（
表
２
）

最
終
処
分
場
を
少
し
で
も
長

く
使
用
す
る
た
め
に
ご
み
の
分

別
の
徹
底
と
、
ご
み
の
軽
量
化

が
必
要
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
生
活

環
境
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
中
村
・
横
山

適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
管
理
状
況

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

■表１　一般廃棄物最終処分場処理水の水質検査結果
（平成27年度）

放流水水質試験結果（ダイオキシン類は年１回）

4月 7.2 1以下 5.6 0.5 0.0

5月 6.8 1以下 4.0 0.5 0.0

6月 7.1 2.0 1.6 0.2 0.0

7月 7.4 1.0 3.7 0.1 0.0

8月 7.1 7.0 5.5 0.3 0.0

9月 7.1 7.0 8.0 0.1 0.0

10月 7.5 7.0 8.0 0.1 0.0 0.00013

11月 7.1 6.0 8.7 0.9 0.0

12月 7.1 6.0 8.0 0.9 0.0

1月 7.0 6.0 8.4 1.0 0.0

2月 6.6 1以下 7.1 1.1 0.0

3月 7.7 2.0 8.2 0.8 0.0

6.5～8.5 10㎎/ℓ 10㎎/ℓ 10㎎/ℓ 3,000個 10pg－TEQ/ℓ

以下 以下 以下 以下 以下

安全

基準値

ＳＳ ＣＯＤ ＢＯＤ 大腸菌群数

（㎎/ℓ） （㎎/ℓ） （㎎/ℓ） （個/ｍｌ）
ダイオキシン類ｐＨ

※ＰＨ：水素イオン濃度（１〜14まであり、７ぐらいが「中性」、７よ
り小さいと「酸性」、大きいと「アルカリ性」）

※ＳＳ：浮遊物質（水中に浮遊または混濁している直径２ミリ以下の粒
子状物質）

※ＣＯＤ：化学的酸素要求量（水中の有機物などを酸化剤で酸化する時
に消費される酸化剤の量を、酸素の量に換算したもの）

※ＢＯＤ：生物化学的酸素要求量（水中の有機物が微生物によって分解
される時に消費される酸素の量）

※ダイオキシン類の検査は年１回（９月）に実施

※焼却灰：「燃やすごみ」を倶知安町清掃センターで焼却処理し
た残りの灰

※破砕不燃物：「粗大ごみ」「燃やさないごみ」を蘭越町粗大ご
み破砕処理施設で破砕処理した不燃物

※散水量：埋立棟で散水した水の量
※放流水量：水処理棟で処理し放流した水の量

■表２　一般廃棄物最終処分場の埋立量と水処理量

焼却灰 破砕不燃物 散水量 放流水量

埋立量（kg） 水処理量（㎥）

平成23年度 103,600 94,685 326.7 225.6

平成24年度 104,730 95,830 429.9 317.0

平成25年度 101,020 104,215 196.5 136.8

平成26年度 120,990 107,595 385.5 303.2

平成27年度 115,599 244.7 168.9

累 積 量 2,244,989
町営
住宅に
空き室がありません
情報　　

6月は公募する住宅がありません
■住宅情報に関する問合せ／
建設課住宅管理係　☎0136-44-2121

担当＝石橋・稲辺

平成28年5月20日現在
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実
際
の
調
査
は
町
が
委
託
し

た
企
業
の
従
業
員
が
行
い
ま
す
。

常
に
調
査
は
二
人
一
組
で
行
動

し
、
町
が
貸
し
出
す
ベ
ス
ト
を

着
用
す
る
ほ
か
、
町
が
発
行
し

た
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
（
写
真
２
）。

な
お
、
必
ず
お
声
か
け
し
て

か
ら
調
査
を
行
い
ま
す
が
、
ご

不
在
の
場
合
は
そ
の
ま
ま
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
敷
地
内
で
漏
水
の
恐

れ
が
判
明
し
た
場
合
は
直
ち
に

状
況
の
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
上
下
水
道
課
維
持

係☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
重
森
・
石
山

ど
う
や
っ
て
調
査
す
る
の
？

住
宅
な
ど
、
建
物
の
周
囲
に

埋
め
ら
れ
て
い
る
水
道
メ
ー
タ

ー
に
漏
水
探
知
機
を
当
て
て
調

べ
ま
す（
写
真
１
）。
漏
水
探
知

機
は
、
漏
水
時
に
発
生
す
る
か

す
か
な
振
動
音
を
検
知
し
ま
す
。

１
件
の
調
査
は
数
分
で
終
わ
り

ま
す
。

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

町
で
は
、
今
月
か
ら
、
10
月

ま
で
の
期
間
、
町
内
の
一
部
で

漏
水
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査

の
際
は
み
な
さ
ん
の
ご
自
宅
の

敷
地
内
に
係
員
が
立
ち
入
り
ま

す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ど
こ
を
調
査
す
る
の
？

今
年
は
、
市
街
地
と
有
島
地

区
に
あ
る
建
物
の
調
査
を
行
う

予
定
で
す
。
今
後
は
、
毎
年
地

区
を
決
め
、
数
年
で
町
内
す
べ

て
の
建
物
で
漏
水
調
査
を
行
い

ま
す
。

貴
重
な
水
の
無
駄
遣
い
を
減
ら
し
た
い

水
道
管
の
漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

戸籍の届出は慎重に

先日、アメリカのミュージシャン、プリンスが亡くな
ったとの報道がありました。アメリカでは州ごとに亡く
なったときに適用される法律の内容が異なりますが、プ
リンスの場合、亡くなったときには妻子がいませんでし
たので、州の法律では、両親・祖父母・兄弟などが相続
人にあたります。そうしたところ、自分はプリンスの兄
弟だと主張する人が700人も名乗り出てきたとか。プリ
ンスの資産総額は、335億円だとも言われていますので、
これだけたくさんの人が相続人として名乗りを上げると
いうことも頷けます。欧米諸国では日本のような戸籍制
度がありませんので、亡くなった人との血縁関係を公に
証明することには困難を伴う場合が少なくありません。
実は、日本のように戸籍制度を持つ国は少数派であっ

て、現在では、日本と中国くらいです。日本の戸籍制度
は、親族関係を示す重要なものであって、相続手続きに
は不可欠であることはもちろん、結婚や離婚のときにも
戸籍の届出が必要です。そのため、戸籍に虚偽の事実を
申請するなどした場合には、公正証書原本不実記載罪と
いう犯罪になり、懲役5年以下または50万円以下の罰金
刑に課されることもあります。配偶者に離婚の意思がな
いのに離婚届を勝手に提出してしまうのもこの罪をはじ
めとする各種犯罪行為に当たります。昔書いてもらった
離婚届を提出してもよいですかと相談されることも少な
くないですが、その当時に配偶者に離婚の意思があれば
犯罪にまではならない可能性はありますが、届出時に離
婚の意思がなくなっていれば、後日、離婚が無効である
と裁判になる可能性はあります。重要なものですから、
戸籍の届出は慎重にしなければなりません。
パークフロント法律事務所ニセコ事務所／
ニセコ町字本通141番地

☎0136-44-3800 FAX0136-44-3801

佐藤弁護士の

くらしのお悩み解決します！

（写真1）地下に埋設された
水道メーターに伝わる振動
音で漏水を確認します

（写真2）調査員は必ず２人一組で行動し、水
色のベストを着用します。胸には町発行の身
分証明書が付いています

新しい職員です。よろしくお願いします

商工観光課
国際交流員 呉彦儒

ゴゲンジュ

ニーハオ！ 国際交流員の呉彦儒と申しま
す。中国出身で、アメリカのジョージ・ワ
シントン大学を卒業してニセコ町にきまし
た。ニセコ町で仕事をすることをとても楽
しみにしています。中国の人たちにニセコ
の良さを、ニセコの人たちに中国の良さを
伝えたいと思っています。

クリーンステーション

役場裏にある「資源ごみ保管庫」については、各家庭
の「資源ごみ」を保管する場所です。
資源ごみを収集日に出せなかった場合や自宅に保管ス

ペースが無く手狭でお困りの場合に限り利用していただ
くものですが、以下のようなごみが持ち込まれています。
・きちんと分別されていない袋がある。（きちんと分ける）
・燃やさないごみや粗大ごみが置かれている。（資源ごみ
保管庫は×）
資源ごみはリサイクル可能な貴重なものではあります

が、分別がされていないものや汚れているものはリサイ
クル業者が引き取らない場合もあり、一般ごみとして捨
てることになります。今一度、分別を徹底していただく
とともに、ごみの減量化にもご協力をお願いします。
また、燃やすごみ、燃やさないごみ、生ごみは各地区

のゴミステーションに出してください。
■問合せ／町民生活課生活環境係

☎0136-44-2121 担当＝中村

「資源ごみ保管庫」の使用ルールを守りましょう!
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て
も
、
一
人
で
は
な
か
な
か
行

動
に
移
せ
な
い
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み

な
が
ら
、
地
域
に
奉
仕
す
る
喜

び
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
主
な
活
動
内
容

・
赤
十
字
運
動
へ
の
協
力

・
春
・
秋
ク
リ
ー
ン
作
戦

・
視
察
研
修

・
他
町
奉
仕
団
と
の
交
流

・
災
害
時
の
緊
急
活
動
な
ど

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
ニ
セ
コ

町
赤
十
字
奉
仕
団

☎
０
１
３
６
‐
59
‐
２
９
８
０

担
当
＝
巾
下
正
子

自
衛
官
候
補
生
の
採
用
試
験

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
自
衛
官
候
補
生

・
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
男
子

・
受
付
期
間
／
６
月
７
日
㈫
ま

で
・
試
験
日
／
６
月
10
日
㈮
、
11

日
㈯
、
12
日
㈰
の
い
ず
れ
か

１
日

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
倶
知
安
地
域
事
務
所

☎
０
１
３
６
‐
23
‐
３
５
４
０

ま
た
は
自
衛
官
募
集
相
談
員

山
上
　
廣
さ
ん

☎
０
１
３
６
‐
58
‐
２
５
７
０

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
、

届
出
や
許
可
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

森
林
内
で
不
審
な
立
木
伐
採

を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
役
場
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
違
法
伐
採
と
は
、
法
令
に
違

反
し
て
森
林
の
伐
採
を
行
う

こ
と
で
す
。
所
有
権
や
伐
採

権
の
な
い
森
林
の
伐
採
を
行

う
討
伐
や
、
伐
採
の
許
可
を

受
け
て
も
許
可
条
件
に
違
反

し
て
行
わ
れ
る
場
合
も
違
法

伐
採
に
な
り
ま
す
。

主
な
違
法
伐
採

・
盗
伐
（
所
有
権
や
伐
採
権

の
な
い
森
林
伐
採
）

・
伐
採
許
可
量
を
超
え
た
伐

採
・
森
林
保
護
地
域
内
な
ど
禁

止
地
域
で
の
伐
採

■
問
合
せ
／
農
政
課
畜
産
林
務
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
佐
藤
・
福
村

６
月
16
日
㈭
は
定
例
行
政
相

談
の
日
で
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国

の
役
所
や
公
団
な
ど
が
行
っ
て

い
る
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い

る
こ
と
、
納
得
で
き
な
い
こ
と
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
苦
情

や
意
見
、
要
望
な
ど
を
行
政
相

談
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
相
談
内
容
／
老
人
保
健
・
福

祉
、
道
路
、
年
金
、
登
記
、

郵
便
・
貯
金
、
雇
用
保
険
、

役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど

■
日
時
／
６
月
16
日
㈭

午
前

10
時
〜
午
後
０
時

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
行
政
相
談
委
員
／
大
道
政
彦

さ
ん
（
字
有
島
）

※
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
２

年
間
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
２
７
７

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
町
民

生
活
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
大
久
保
・
横
山

６
月
27
日
㈪
か
ら
７
月
３
日

㈰
ま
で
は
、
全
国
一
斉
「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週

間
で
す
。

い
じ
め
、
虐
待
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に

関
す
る
悩
み
や
心
配
ご
と
に
つ

い
て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁

護
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

■
全
国
共
通
相
談
電
話
番
号
／

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
住
民

係☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
佐
々
木
・
吉
田

一
般
財
団
法
人
北
海
道
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
や
学
校
の
児
童

生
徒
と
の
交
流
を
通
し
て
国
際

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

日
本
各
地
の
大
学
や
研
究
所
で

学
ん
で
い
る
在
日
留
学
生
を
道

内
に
招
き
、
一
般
家
庭
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
す
る
交
流
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
ニ
セ
コ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ

Ｎ
Ｄ
Ｓ
で
は
、
こ
の
交
流
事
業

の
受
入
を
実
施
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
留
学
生
を
受
入
れ

る
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
入
期
間
中
は
、
町
内
の
学

校
で
交
流
す
る
ほ
か
、
主
に
受

入
家
庭
で
の
交
流
が
中
心
と
な

り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
受
入
期
間
／
８
月
18
日
㈭
〜

８
月
28
日
㈰

■
申
込
期
限
／
６
月
24
日
㈮

■
問
合
せ
／
国
際
交
流
ニ
セ
コ

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
事
務
局

（
役
場
企
画
環
境
課
）

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
境
・
佐
々
木

ニ
セ
コ
町
赤
十
字
奉
仕
団
で

は
、
新
規
団
員
の
募
集
を
し
て

い
ま
す
。

赤
十
字
奉
仕
団
は
、
団
員
の

み
な
さ
ん
と
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
奉
仕
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
「
何
か
地
域
の

役
に
立
ち
た
い
」
と
考
え
て
い

森
林
伐
採
を
す
る
際
は

届
出
を
し
ま
し
ょ
う

注
　
意

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

留
学
生
と
交
流
し
ま
せ
ん
か

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
募
集

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

赤
十
字
奉
仕
団
の
団
員
募
集

自
衛
官
採
用
試
験
の

申
込
み
を
受
付
中
で
す

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

定
例
行
政
相
談
の
日

相
　
談

悩
ま
ず
に
相
談
を

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
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山
菜
採
り
で
は
次
の
事
項
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
行
き
先
、
帰
宅
時
間
を
家
族

に
連
絡
し
ま
し
た
か
？

○
誰
と
一
緒
に
行
き
ま
す
か
？

○
天
気
を
確
認
し
ま
し
た
か
？

○
自
分
や
仲
間
の
体
調
は
大
丈

夫
で
す
か
？

○
目
立
つ
服
装
、
寒
さ
に
備
え

た
服
装
で
す
か
？

○
非
常
食
や
携
帯
電
話
な
ど
の

持
ち
物
を
確
認
し
ま
し
た

か
？

も
し
、
道
に
迷
っ
た
ら

○
む
や
み
に
動
か
ず
、
で
き
る

限
り
体
力
を
温
存
し
ま
し
ょ

う
。

○
捜
索
隊
や
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
が
見
え
た
ら
、
木
の
枝
を

揺
す
っ
た
り
、
タ
オ
ル
を
振

る
な
ど
相
手
に
合
図
を
送
り

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
笛
な
ど

で
音
を
鳴
ら
す
こ
と
は
、
体

力
も
あ
ま
り
消
耗
せ
ず
、
居

場
所
を
知
ら
せ
る
有
効
な
手

段
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
総
務
課
防
災
係

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
１
２
１

担
当
＝
佐
藤
・
斉
藤

検
討
委
員
会
議
と
監
督
主
将
会

議
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
担
当
者
の
人
は
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
７
月
３
日
㈰

午
前

９
時
開
会
式
（
雨
天
中
止
）

■
場
所
／
ニ
セ
コ
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

・
監
督
主
将
会
議

ふ
れ
あ
い
町
民
運
動
会
の
ル

ー
ル
確
認
と
組
み
合
わ
せ
抽
選

ま
す
。
昨
年
度
の
監
督
と
主
将

に
案
内
の
手
紙
を
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
日
時
／
６
月
１
日
㈬

午
後

７
時
か
ら

■
場
所
／
総
合
体
育
館
会
議
室

■
問
合
せ
／
町
民
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
係
　

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
２
０
３
４

担
当
＝
松
澤
・
高
瀬

を
行
う
監
督
主
将
会
議
を
開
催

し
ま
す
。
各
チ
ー
ム
の
監
督
・

主
将
の
み
な
さ
ん
は
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
６
月
13
日
㈪
　
午
後

７
時

■
場
所
／
ニ
セ
コ
町
総
合
体
育

館
会
議
室

・
種
目
検
討
会
議

ふ
れ
あ
い
町
民
運
動
会
の
種

目
を
検
討
す
る
会
議
を
開
催
し

町
内
に
住
む
み
な
さ
ん
が
参

加
し
、
地
域
内
外
の
人
た
ち
と

親
睦
を
深
め
る
第
９
回
ふ
れ
あ

い
町
民
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て

汗
を
流
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
交
流
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
運
動
会
の
前
に
種
目

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

地
域
み
ん
な
で
盛
り
上
が
ろ
う

ふ
れ
あ
い
町
民
運
動
会

ス
ポ
ー
ツ

遭
難
事
故
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う

く
ら
し
の
情
報

ニセコ町国営農地再編整備事業
促進期成会レター　Vol.42

平成28年度の促進期成会総会を4月28日に町民センターで開催

しました。総会には中村裕之衆議院議員秘書をはじめ、片山町長、

高橋町議会議長などのご来賓のみなさんにお越し頂き、各地区の代

表･副代表、小樽開発建設部などの関係者29人が出席のもと、平成

27年度の活動報告のほか、平成28年度の活動計画や予算案、3年

に1度改選される役員

の選出について審議を

行い、承認されました。

事業を進めていく小

樽開発建設部後志中部

農業開発事業所では、

ニセコ地区の担当者が

昨年よりもさらに増員

され、今年度の工事や

来年度に工事する設計

業務も随時行っていき

ます。

今年は工事が着手さ

れて2年目を迎えます

が、来年度以降の工事

に向け、促進期成会と

してより一層強力に運

動を推進していきます。

■問合せ 国営農地再編整備事業促進期成会事務局

（国営農地再編推進室内）

☎0136-44-2121 担当＝辻・鶴間

平成28年度促進期成会総会を開催！

整備面積：1490ha
事業期間：平成26年から

10年間（予定）

促進期成会総会のようす



﹁
東
京
一
極
集
中
﹂
と
﹁
人

口
減
少
﹂
と
い
う
課
題
を
克

服
す
る
手
段
と
し
て
、
﹁
地

方
創
生
﹂
へ
の
取
り
組
み
が

全
国
の
自
治
体
に
求
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
地
方
創
生
と

は
、
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が

﹁
自
ら
考
え
行
動
し
て
﹂
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ

て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
顧
み
ま
す
と
本
町
で

は
、
20
年
以
前
か
ら
既
に
こ

の
﹁
地
方
創
生
﹂
に
先
駆
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
今
か
ら
15
年
も

前
に
、
情
報
共
有
と
住
民
参

加
の
実
践
の
中
か
ら
ま
ち
の

憲
法
で
あ
る
﹁
ニ
セ
コ
町
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
﹂
を
制

定
し
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
町
の
出
生
数
や
人
口
が

増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
、
多

く
の
先
人
、
諸
先
輩
の
み
な

さ
ま
方
の
果
敢
な
改
革
へ
の

挑
戦
の
成
果
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
不
断
の
努

力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ニ
セ
コ
町
長
　
片
山
　
健
也

こんにちは

町長です
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

改
革
へ
の
挑
戦

フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
で
お
な

じ
み
の
映
画「
男
は
つ
ら
い
よ
」

シ
リ
ー
ズ
。
そ
の
第
１
作
の
上

映
と
と
も
に
、
同
作
品
と
有
島

一
族
と
の
意
外
な
関
わ
り
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

■
日
時
／
６
月
４
日
㈯

午
後

１
時
開
始

■
場
所
／
有
島
記
念
館

■
料
金
／
無
料

■
解
説
／
伊
藤
大
介
（
有
島
記

念
館
主
任
学
芸
員
）

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
３
２
４
５

担
当
＝
伊
藤
・
春
日
井

有
島
武
郎
の
命
日
を
偲
ぶ
星

座
忌
。
黙
祷
の
後
は
、
一
昨
年

に
好
評
を
博
し
た
中
村
隆
夫
氏

指
揮
に
よ
る
札
幌
コ
ダ
ー
イ
合

唱
団
の
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

演
奏
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
武

郎
の
生
涯
に
思
い
を
は
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
６
月
12
日
㈰

午
後

１
時
30
分
開
場
、
２
時
開
演

■
料
金
／
星
座
忌
の
た
め
入
場

料
無
料

■
出
演
／
札
幌
コ
ダ
ー
イ
合
唱

団
■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
３
２
４
５

担
当
＝
伊
藤
・
春
日
井

昭
和
20
年
代
か
ら
ニ
セ
コ
町

を
は
じ
め
、
後
志
全
域
で
多
く

の
作
品
を
撮
影
し
た
写
真
家
・

前
川
茂
利
さ
ん
の
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。
今
は
失
わ
れ
た
ニ

セ
コ
の
風
景
な
ど
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
写
真
展

に
併
せ
て
作
品
の
見
ど
こ
ろ
や

展
示
作
品
の
解
説
を
し
ま
す
。

■
料
金
／
常
設
展
観
覧
料
の
み

■
会
期
／
６
月
25
日
㈯
よ
り

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
／
６
月

25
日
㈯
　
午
後
１
時
か
ら

■
解
説
／
伊
藤
大
介
（
有
島
記

念
館
主
任
学
芸
員
）

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

☎
０
１
３
６
‐
44
‐
３
２
４
５

担
当
＝
伊
藤
・
春
日
井

上
映
会

映
画
『
男
は
つ
ら
い
よ
』

星
座
忌
コ
ン
サ
ー
ト

前
川
茂
利
写
真
展

文
　
化●工事や委託業務、物品購入などの契約結果をお知らせします。

●4月5日から5月6日までに行われた入札や随意契約は次のと
おりです。

※落札率とは、町が予定していた金額に対し、実際に契約した金額の割合のことです
※単価契約は除いています

契約結果を公表します

平成28年度水道メーター検針委託業務（市街地周辺）
予定価格：615,600円 契約金額：594,000円
落 札 率：96.5% 契約相手：㈱志田建設

平成28年度水道メーター検針委託業務（市街地周辺除く町内一円）
予定価格：745,200円 契約金額：745,200円
落 札 率：100.0% 契約相手：牧野工業㈱

ニセコ高校食物調理実習室オーブンレンジ更新工事
予定価格：1,620,000円 契約金額：1,598,400円
落 札 率：98.7% 契約相手：㈱浦野工務店

ニセコ野営場周辺管理委託業務
予定価格：1,305,720円 契約金額：1,305,720円
落 札 率：100.0% 契約相手：ニセコ町高齢者事業団

ニセコ町簡易水道電気計装更新実施設計委託業務
予定価格：1,296,000円 契約金額：1,134,000円
落 札 率：87.5% 契約相手：㈱引谷設計事務所

ニセコ町幼児センター印刷機借上（契約金額は月額）
予定価格：33,264円 契約金額：33,264円
落 札 率：100.0% 契約相手：矢橋商店

ニセコ町水泳プール管理委託業務
予定価格：2,062,800円 契約金額：1,987,200 円
落 札 率：96.3%
契約相手：協和総合管理㈱倶知安営業所

ニセコ町運動公園管理委託業務
予定価格：5,043,600円 契約金額：4,968,000円
落 札 率：98.5% 契約相手：牧野工業㈱

運動公園野球場バックネット改修工事
予定価格：2,419,200円 契約金額：2,376,000円
落 札 率：98.2% 契約相手：牧野工業㈱

小学生ヘリコプター体験搭乗業務委託
予定価格：942,408円 契約金額：928,800円
落 札 率：98.6% 契約相手：北海道航空㈱

有島記念館収蔵庫加湿除湿ユニット設置工事
予定価格：2,484,000円 契約金額：2,473,200円
落 札 率：99.6% 契約相手：㈱北海建業



★総合体育館の一般開放は
毎週水曜日、土曜日と日曜日です。
水曜日…午後7時から午後10時
土曜日…午前9時から午後10時
日曜日…午前9時から午後5時

5 6㈮ ㈯
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●あそぶっく開館時間

延長／　：〜19:00

●ちいさいおうち／

：10:30〜

●乳児健診／　：

13:30〜

●あそぶっくらぶ／

：14:45〜

●幼児センター親子バ

ス遠足（4,5歳児）／

体：8:25出発

●第5回町議会定例会

（予定）／　：10:00〜

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●あそぶっく祭り／

：10:00〜

あそぶっくだよりp.12参照

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●近藤小学校運動会／

近藤小学校：9:30〜

●放課後子ども教室／

：9:30〜

●有島記念館臨時休館

（17日まで）

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●あそぶっく開館時間

延長／　：〜19:00

●ニセコ小学校運動会

／ニセコ小学校：8:30

〜

●有島星座忌・コンサ

ート／　：14:00〜

くらしの情報p.21参照

●小学生ふるさとエア

ウォーク／町内：9:20

〜

●子育て講座「料理教

室」／　：9:30〜

にこにこ広場p.13参照

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●子育て支援センター

おひさま出張教室／近

藤地区コミュニティセ

ンター：10:00〜

にこにこ広場p.13参照

●あそぶっく開館時間

延長／　：〜19:00

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●エキノコックス駆除

作業／　：9:00〜

●にこにこ相談／　：

10:00〜

●放課後子ども教室／

：13:30〜

●ふれあい町民運動会

／ニセコ小学校：9:00

〜

くらしの情報p20参照

●あそぶっく寄席／

：19:00〜

あそぶっくだよりp.12参照

●育児セミナー／　：

10:00〜

●あそぶっく開館時間

延長／　：〜19:00

●あそぶっく開館時間

延長／　：〜19:00

●ちいさいおうち／

：10:30〜

●おはなしキャラバン

／　：14:45〜

あそぶっくだよりp.12参照

●放課後子ども教室／

：13:30〜
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あそぶっく休館日あそぶっく休館日
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もやさないごみ収集日（金曜日地区）

もやさないごみ収集日（金曜日地区）

もやさないごみ収集日（水曜日地区）

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

●寿大学研修旅行／帯

広方面：8:30〜（17日

まで）

●ちいさいおうち／

：10:30〜

●あそぶっくらぶ／

：14:45〜

●健康審査結果説明会

（24日まで）／　：

10:00〜

●ちいさいおうち／

：10:30〜

●あそぶっく読み聞か

せ／　：14:45〜

●ラジオニセコ割込放

送／　：11:50〜

●あそぶっく開館時間

延長／　：〜19:00

7/3 7/4 7/5 7/6㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯

●夜間・休日の救急・急病対応

倶知安厚生病院
☎0136-22-1141

●急患受付
365日24時間対応

もやさないごみ収集日（水曜日地区）

町 道 民 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

第1期の
納期です｝

納期限は27日（月）
※口座振替をご利用の人は、残高の確認をお願いします
■町道民税・国民健康保険税
問合せ／税務課
■後期高齢者医療保険料
問合せ／保健福祉課
いずれも ☎0136-44-2121

6月は

＝役場 ＝幼児センター ＝西富地区町民センター
＝運動公園 ＝総合体育館 ＝有島記念館
＝あそぶっく ＝町民センター ＝こども館



平
成
2
8
年
6
月
1
日
発
行
　
第
6
5
0
号
　
ニ
セ
コ
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　
h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.n
is
e
ko
.lg
.jp
/

編
集
発
行
　
ニ
セ
コ
町
企
画
環
境
課
　
〒
0
4
8
-1
5
9
5
北
海
道
虻
田
郡
ニ
セ
コ
町
字
富
士
見
4
7
番
地
　
T
E
L
 0
1
3
6
-4
4
-2
1
2
1
F
A
X
 0
1
3
6
-4
4
-3
5
0
0

6
月
号

今月の記事でお知らせできなかった、
みなさんの笑顔や表情を写真でおとどけします。

編

集

後

記

人の動き（4月末現在）
人口 4,890
（前月比＋18）
男 2,456
（前月比＋10）
女 2,434
（前月比 ＋8）
世帯 2,403
（前月比＋65）

うち外国人 148人
外国人世帯数 93

「
噛
ま
れ
る
と
賢
く
な
る
ん
だ
っ
て
」

演
劇
中
に
登
場
し
た
獅
子
舞
い
の
噛
み
つ
き
を

受
け
る
神
原
小
夏
ち
ゃ
ん

（
幼
児
セ
ン
タ
ー
『
観
劇
』
に
て
）

６
月
は
、
１
年
の
中
で
祝
日
が
あ
り

ま
せ
ん
。
昨
年
ま
で
は
８
月
も
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
年
か
ら
８
月
11
日
は

「
山
の
日
」
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
、

山
開
き
の
多
い
６
月
で
な
く
、
８
月
に

な
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず

れ
は
６
月
に
も
祝
日
が
制
定
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

６
月
に
は
、
ど
ん
な
祝
日
が
似
合
う

か
考
え
て
み
る
と
、
６
月
５
日
は
「
世

界
環
境
デ
ー
」
で
す
。
環
境
月
間
で
も

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
環
境
モ
デ
ル
都
市
ニ
セ
コ
」
に
ピ
ッ

タ
リ
な
６
月
の
祝
日
「
環
境
の
日
」
は

い
か
が
で
し
ょ
う
？
　
　
　
　
　
（
ひ
）

防
火
風
船
配
布
で
ニ
ッ
キ
ー
と
一
緒
に
写
真
を

撮
る
淺
川
寧
音

ね

ね

ち
ゃ
ん
（
左
）
と
高
橋
龍
之
助

く
ん
（
右
）

今
月
の
表
紙

測定日 5月15日までの

1か月間

最高値　0.035μGy/h

最低値　0.017μGv/h

平均値　0.024μGv/h

※空間放射線量率は平常レ
ベルです

町内の放射線量の状況

広報ニセコでは行事などで写真を撮影しています。
広報誌に掲載されたものなど、写真のデーターを無料でお渡しで
きますので、希望する人はぜひ広報広聴係へお問合せください。
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